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ⅠⅠ..　　33GG相互接続開始から相互接続開始から66ヶ月目をむかえてヶ月目をむかえて

ⅡⅡ..　　第第33四半期の業績及び四半期の業績及び通期の見通し通期の見通し
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＜ご注意＞
本資料に記載された見解、見通し、および予測等は、本資料作成時点での当社の判断によるものです。
当社では、これらの情報の正確性を保証するものではありません。また、今後の市場環境の変化等の様々な要因
により、今後の見通しおよび予測等が本資料とは異なるものとなる可能性があります。
何卒ご承知おきくださいますよう、お願い申し上げます。

（常務取締役（常務取締役CFO CFO 福田福田  尚久）尚久）

（（代表取締役社長代表取締役社長  三田三田  聖二聖二））
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ⅠⅠ..　　33GG相互接続開始から相互接続開始から66ヶ月目をむかえてヶ月目をむかえて

代表取締役社長代表取締役社長  三田三田  聖二聖二
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１）マーケットの状況

・　注目を再び集め始めたＭＶＮＯ事業

・　異業種からの参入

・　端末・サービス多様化が進む

・　海外端末メーカーの日本参入

2）当社の状況

・　３Ｇ相互接続のパイオニア

・　現在はレイヤー３接続

・　レイヤー２は順調に進み、来月には完了予定

3G相互接続開始から6ヶ月目をむかえて
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パートナー戦略

日本通信

顧客基盤を
持つ企業

ソリューションを
提供する企業

機器を提供
できる企業

パートナー企業 顧客

…
ネットワークサービス

を提供する企業

ドコモ３Ｇネットワーク

端末選択の自由度

レイヤー２接続

顧客
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ⅡⅡ..　　第第33四半期の業績及び四半期の業績及び通期の見通し通期の見通し

常務取締役常務取締役CFOCFO　　福田福田  尚久尚久
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第3四半期のP/L（単体）

科目名
2009年3月期

第1四半期

2009年3月期

第2四半期

2009年3月期

第3四半期

09年3月期

第3四半期累計

売上高 635 1,560 676 2,873

売上原価 465 685 606 1,756

売上総利益 170 875 70 1,116

繰延利益繰入 － -937 -184 -1,122

繰延利益戻入 － 178 345 523

差引売上総利益 170 115 231 517

販管費 345 485 399 1,231

営業損失 -175 -369 -168 -713

経常損失 -144 -397 -291 -833

当期純損失 -146 -402 -293 -841

（単位：百万円）（単位：百万円） 会計方針の変更
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（単位：百万円）（単位：百万円）

科目名
2009年3月期

第1四半期

2009年3月期

第2四半期

2009年3月期

第3四半期

09年3月期

第3四半期累計

売上高 639 1,566 690 2,896

売上原価 526 740 666 1,932

売上総利益 112 826 24 963

繰延利益繰入 － -937 -188 -1,125

繰延利益戻入 － 178 345 524

差引売上総利益 112 66 181 361

販管費 382 530 434 1,347

営業損失 -270 -463 -252 -986

経常損失 -246 -499 -389 -1,136

当期純損失 -248 -504 -391 -1,144

会計方針の変更

第3四半期のP/L（連結）
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第３四半期業績

●３Ｇは堅実に増加

●PHS等の既存は大幅減

●３Ｇ開始により、ネットワーク原価は72百万円増（Q1対Q3）　　
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既存

３Ｇ事業は
営業利益として
７０百万円を計上

結果として全体の売上増は軽微

売上

（単位：百万円）
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2009年3月期　業績予測（連結）

(百万円)

2009年3月期
第3四半期
累計実績

2009年3月期
通年予測

売上高 2,896 3,650

営業利益 △ 986 △ 1,070

経常利益 △ 1,136 △ 1,230

中間（当期）
純利益

△ 1,144 △ 1,240
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パートナー開拓

パートナー数

・　２００８年９月末　　　　　　　　　　　 ２００８年１２月末

　    　　 ３社                   　　　　   　       ８社

・　２００８年１２月末時点における方針合意社数　　　　 １６社

・　 ２００８年１２月末時点において交渉中 　　　　　　　　４５社

　　・　２００９年２月１０日時点において交渉中　　　　　　　　７５社

パートナー開拓のセミナー等を継続的に実施
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米国事業

●　Wired Technologies社の本格導入決定　（１１月１４日）

　　　　　　　　　　　約４，０００台のATM向け

●　ATM World社から受注　（１１月１８日）

　　　　　　　　　　　約５，０００台のATM向け

勝因
VPNなしでATMに無線ネットワーク接続できる
唯一のPCI-DSS認定企業　（６月１７日）

レイヤー２接続により、完全な閉域網サービスを提供
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レイヤー２接続の実現方法

日本通信携帯事業者

RNC SGSN GGSN

レイヤー２

RNC SGSN GGSN

日本通信携帯事業者

RNC:Radio Network Controller、SGSN:Serving GPRS Support Node、GGSN:Gateway GPRS Support Node

レイヤー２

通信設備

通信設備
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日本通信の考え方

携帯事業者 日本通信
企業

社内LAN

要件① End to Endでレイヤー２接続 ⇒社内LANと同様の環境
（セキュリティ面及び運用面において同様）

要件② End to Endで料金を含めたサービス提供

法人の利用促進 Machine to Machineの利用促進 マルチ・ネットワークの利用促進

営業/フィールドサービス

社内LANと

同様に
外部から
アクセス可
能

米国子会社では
ATM用ネットワークを提供

自動車
カーナビ

ATM計測機

コピー機

スマートフォン

ノートPC

ケータイ

例示

ドコモ

無線LAN

日本通信

固定事業者

ファイバー
/DSL

レイヤー２


